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移動に住まう人びとは
どこに埋葬されるのか
Where do People Bury Their Beloved Ones?：







































































































































































































































































































































































































































































4 つを提唱する。ティポについては，「人間の頭頂部は，『影』や『魂』を意味するが tipo が存在
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。後には第三妻と息子たち 3 人（15 歳と双子の 12 歳）が残された。デニスは，アルバート湖
岸のウガンダ側コンゴ側両地域にかけて，魚行商，キオスク経営，綿花栽培と幅広くビジネスを展












母の 4 人兄弟の 3 番目にあたり，兄 2 人オケロ（Okello），オパール（Opar）たちも彼を頼ってこ
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　まず早朝，牛 1 頭と山羊 5 頭を屠り，集まった人びとと共にそれを食べた。その後，棺を穴に納
めて埋め，地上面に水をかけて滑らかに整え，立ち会った人たちがそれぞれ集めた石を盛り上げて
墓を作った。近隣より埋葬のために集まった人々は 700 人を超え，もてなしのための主食クエンの
キャッサバ粉 9 袋を使い果たした。オパールたちがウガンダで集めた 300,000 シリング（約 1 万 5
千円），コンゴで集めた 500,000 シリング（約 2 万 5 千円）が，コンゴ滞在の二日間で残額 20,000
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3．親族たちは埋葬後，死者が男の場合は 3 日間，死者が女の場合は 4 日間，葬儀を行う家で寝る。
女性は屋内に，男性は火を焚いて野宿するのが一般的である。












実家における遺体の安置を含めた 3 晩が経過している。埋葬前ではあるが，アルルの「3 日間寝る」
という「伝統」については実行されたことになる。長老オチャヤ（Ocaya）は，死者のために参列




















バティスタ：私たち（ルオ系の人間）は死んだら石（kidi ＝ stones）を置く。石は墓（kidi 
lyel  = stone of the grave）だ。墓の石は案内標識だ。決して消滅することがない。金持ちな












ているので驚いた。ムグングの場合は，1.5 ～ 2 メートルくらい。立ち上がって地上が見えな
い程度。アルル人たちがそんなに深く掘るのは，浅いとティポがすぐに出てくると信じている
からか？だから小さい子どもでも深く掘るのか？
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■バナ（Albert Bana，Anguza Pajulu 出身，1967 年，19 年，男，090521，179）
　子供はルンガで可能。しかし大人はパジュル（Pajulu）へ運ばなければならない。未来に何
が起こるかわからないが，母がパジュルにいる。
■ナヌ（Nanu，Abira Palamu 出身，1977 年，不明，女，090503，16）
　私はキゴロビヤのキカンバギェ（Kikanbagye）から来た。4 人の子供を出産し，3 人をキカ
ンバギェに埋葬した。1 人が最近亡くなりルンガに埋葬した。
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が起こるかわからないが，母がパジュルにいる。
■ナヌ（Nanu，Abira Palamu 出身，1977 年，不明，女，090503，16）
　私はキゴロビヤのキカンバギェ（Kikanbagye）から来た。4 人の子供を出産し，3 人をキカ
ンバギェに埋葬した。1 人が最近亡くなりルンガに埋葬した。



























■トーチバ（Tochiba，Wacu 出身， 1969，女，10 年，090523，184）



















































































































■ルオンジ（Rwonge Lembe Walter， Panyimur 出身，1971 年，男，11 年， 090520，175）
　姉妹の息子は，2004 年のパニムールからブゴマ（Bugoma）のウスサ（Ususa）へ行く運送ボー
トの水難事故で溺死してここに埋葬された。息子は 30 歳余りで 3 人の子どもを残した。弟は






















2008 年 11 月に亡くなりパロンボに埋葬された。ロゼリンは，「どんな死でもここに埋める（Roselin 
Adbango，Parombo 出身 1961 年，090512，143）」と断言した。
　そして，数は少ないが，ルンガをホームとして埋葬地に選択する人びともいる。








ルはガンダ地域で生まれ，アルバート湖周辺で育った。彼は 1997 年から 2002 年にかけてルンガで
村長を務めた。
　筆者が知る範囲で，最初に大人をルンガに埋葬した人は長老オエールである。オエールは，1960
年代前半にルンガに住み始めた最初の住人の一人で，1977 年から 1985 年にかけて村長を務めてい
る。オエールは「母をルンガのンベグに 1974 年に埋葬した。私たちの埋葬場所はここである（Oyer，
Pajulu 出身，1931 年，男，38 年，0906，elders）」と話した。彼は，母を埋葬したこの地が自分の
埋葬地だと考えている。同じく，両親をルンガに埋葬したジャネットにとっても，ルンガはホーム
と認識されている。
■ジャネット（Janet，Mukambo 出身，1967 年，女，30 年以上，14）
　私はカラカバ（ブリッサ県）で生まれた。父は 1992 年に亡くなり，ルンガに埋葬した。父
は私がまだ小さいときにルンガに来た。母もルンガで亡くなり，ここに埋葬した。母が亡くなっ
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村　名 曽祖父の埋葬地 祖父の埋葬地 父の埋葬地 国
アビラ 38 32 22
コンゴ
民主共和国
ムカンボ 20 21 10
アングザ 14 12 10
アンガバ 10 11 6
ジュピオ 8 7 4
ジュコツ 5 4 3
ジェグ 6 6 5
ニャレベ 4 2 0
マハギポール 1 2 4
パロンボ 5 4 5
ウガンダ
共和国
ルンガ 0 2 6
キャムクウェンダ 1 3 5
キゴロビヤ 0 2 5
ビソ 0 2 4
ングウェド 0 0 4
ブガンダ 0 3 2
カヨンゴ 0 1 1


























dano=spirit separated from dead body）のことだ。
　オウンギによれば，人びとが恐れるティポとは，ティポ・ダノのことである。ティポ・ダノは，
体から離れたティポであり，死者のティポの意となる。身体から離れたティポはどうなるのだろう。
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■オゲン（Ogen Rwoth，Anguza 出身，1964 年，男，7 年，090514，155）
　祖父はカコクワ（Kakokwa）の漁師で，農業もしていた。彼は 1964 年に亡くなったが，当
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　アビラは屋外にある。アビラを作るときには，1 本の長い棒を 3 つに切り，それぞれの底面









































































































































































































































































究代表者：田原範子），2006 年 7 月 27 日～ 8 月 14 日／
2007 年 2 月 21 日～ 3 月 6 日／ 2007 年 8 月 26 日～ 9 月
13 日／ 2008 年 1 月 29 日～ 2 月 15 日／ 2008 年 7 月 31




田原範子），2009 年 4 月 13 日～ 8 月 26 日／ 2010 年 1









The River- Lake Nilotes），カクワ人・カリモジョン人・
テソ人などの平原ナイロート（Plains Nilotes），ポコト












（ 6 ）――アルル語の o と u は語末では自由変異音であ




























篤なエイズ患者を治療している（2009 年 8 月重篤な患









































に 4 度握手をして挨拶し，新郎が新婦に 3 度握手をして
挨拶をする。また子供が生まれた場合，女の子であれば






た人もいた。「私はあなたを本気で 3 度殴る“A bi goyi 
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定員 40 人，積み荷 2 トンであったが，それをはるかに
超えていた。















妻である（she is your wife, also mine）」という意味だ
と説明された。意味するところが曖昧だが，今後の調査
で明らかにしていきたい。


























阿部年晴 1979「ケニア・ルオ社会におけるjachien について」『アフリカ研究』18，58-70 頁。
―――― 1989「憑依と人間観―西ケニアルオ族の調査ノートから」『文化人類学 6』5（1），212–227 頁。
―――― 1997「日常生活の中の呪術―文化人類学における呪術研究の課題」『民族学研究』62（3），342-359 頁。
池上良正 2006「靖国信仰の個人性」『文化』第 24 号，駒澤大学文学部文化学教室，25-55 頁。
―――― 2011「身体の実践，人格の関係性としての『死者供養』」『国立歴史民俗博物館研究報告』169［印刷中］。


















（2010 年 9 月 27 日受付，2011 年 2 月 21 日審査終了）
山田慎也 2006「近代における遺影の成立と死者表象―岩手県宮守村長泉寺の絵額・遺影奉納を通して」『国立歴史民
俗博物館研究報告』132，287-325 頁。
Cohen, David William and E. S. Atieno Odhiambo（1992）Burying SM：The Politics of Knowledge and the 
Sociology of Power in Africa，Nairobi：East African Educational Publishers Ltd. 
Hayley, T. T. S. （1947）The Anatomy of Lango Religion and Groups，Cambridge University Press.
Hastrup，Kirsten（2005）‘Social Anthropology：Towards a Pragmatic Enlightenment?’， Social Anthropology 13
（2）：133-149.
Leopold，Mark（2005）Inside West Nile：Violence，History & Representation on an African Frontier，Oxford：
James Currey.
Malandara Rev. Fr. A.（1939, 1940=1971）‘The Ancestral Shrine of the Acholi’，Uganda Journal  7（1-4） ：
27-43.
Southall, Aidan, W.（1954 ＝ 1970）Alur Society：A Study in Processes and Types of Domination，Nairobi：　　
Oxford University Press.
Vertovec, Steven（2007）‘Introduction：New Direction in the Anthropology of Migration and Multiculturalism’，
Ethnic and Racial Studies  30（6）：961-978.
新聞





（2010 年 9 月 27 日受付，2011 年 2 月 21 日審査終了）
山田慎也 2006「近代における遺影の成立と死者表象―岩手県宮守村長泉寺の絵額・遺影奉納を通して」『国立歴史民
俗博物館研究報告』132，287-325 頁。
Cohen, David William and E. S. Atieno Odhiambo（1992）Burying SM：The Politics of Knowledge and the 
Sociology of Power in Africa，Nairobi：East African Educational Publishers Ltd. 
Hayley, T. T. S. （1947）The Anatomy of Lango Religion and Groups，Cambridge University Press.
Hastrup，Kirsten（2005）‘Social Anthropology：Towards a Pragmatic Enlightenment?’， Social Anthropology 13
（2）：133-149.
Leopold，Mark（2005）Inside West Nile：Violence，History & Representation on an African Frontier，Oxford：
James Currey.
Malandara Rev. Fr. A.（1939, 1940=1971）‘The Ancestral Shrine of the Acholi’，Uganda Journal  7（1-4） ：
27-43.
Southall, Aidan, W.（1954 ＝ 1970）Alur Society：A Study in Processes and Types of Domination，Nairobi：　　
Oxford University Press.
Vertovec, Steven（2007）‘Introduction：New Direction in the Anthropology of Migration and Multiculturalism’，
Ethnic and Racial Studies  30（6）：961-978.
新聞
The New Vision， 2010 August 2，“No Road to Safety for Kalangara’s Mothers”，p.47. 
207
Where do People Bury Their Beloved Ones?：
Some Aspects of Tipo，Jok and Abila among the Alur People in East Africa
TAHARA Noriko
In this paper, I have attempted to portray the life-world of Alur people through the process of 
burial. Some Alur migrate and have multiple living bases during their lifetime and through several 
generations on the shores of Lake Albert. When someone dies, it is common for the body to be carried 
home for burial. However when this is not possible, the belongings of the deceased are carried back 
to be buried, instead of the body. The practice of burial reveals Alur recognition of the spiritual world, 
as below:
After the body （dano: s.&pl.） has died, the spirit （tipo: s.&pl.） leaves it and travels to another 
world. Tipo can also come and go between this world and another world which the tipo belongs 
to. In the case of the tipo having a negative emotion such as jealousy, it threatens living people. 
Sometimes illness and tribulations are messages from the tipo which is hungry and wants the 
blood of a black goat. In order to respond to the messages promptly, it is desirable to bury the 
deceased in their homeland.
In the Alur homeland, the tipo of ancestors are enshrined together with jok （pl.: jogi） and abila. 
Tipo do not always bring harm to the living. For jok and abila, people build them a house to live in, 
serve food to eat, plant herbs to take care of them, arrange stones to guard them, and talk to them. 
Abila symbolizes paternal lineage and jogi represents mother and grandmother. Other ancestors 
communicate with the living through abila and jok. This interaction brings luck, prophecies, and 
occasionally misfortune.
Tipo can live in peace in such a life-world where there are daily interactions between the living and 
the dead. Carrying the dead body or the belongings of the deceased is also a form of interaction with 
another world by the people who live away from their homeland.
Keywords: Uganda, Alur, migration, life-world, tipo, abila, jok
